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　髙橋春陽さんは、昨年４月から就農
し、水稲とねぎの複合経営を始めまし
た。ねぎは、機械や道具がまだ揃っていな
いため、約5ａの作付けでしたが、初めて
の収穫に嬉しさを噛み締めていました。

（関連記事５P）
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農業委員会だよ

活力のある
  農業・農村を
　　　めざして

活力のある
  農業・農村を
　　　めざして

挑戦！水稲とねぎの
複合経営

挑戦！水稲とねぎの
複合経営

はる ひ



2

新
年
の

ご
挨
拶

大
和
町
農
業
委
員
会

会
長
　
文
　
屋
　
芳
　
光

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
は
、

ご
健
勝
に
て
輝
か
し
い
新
年
を

迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
謹
ん
で
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
、
当
町
農
業
委
員
会
の

赤
間
良
一
農
業
委
員
と
谷
田
榮

子
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

が
、
仙
台
地
方
農
業
委
員
会
連

合
会
会
長
表
彰
の
栄
に
浴
さ
れ

ま
し
た
。
農
業
委
員
会
活
動
を

理
解
し
、
尽
力
さ
れ
た
功
績
に

よ
る
も
の
で
、
委
員
会
と
し
ま

し
て
も
喜
ば
し
い
事
で
あ
り
ま

し
た
。

　

さ
て
、
令
和
２
年
か
ら
続
く

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
つ
い
て
は
、
感
染
拡
大
と
縮

小
を
繰
り
返
し
、
人
々
の
生
活

に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま

す
。
農
業
に
お
き
ま
し
て
も
農

畜
産
物
の
需
要
低
迷
や
販
路
の

喪
失
を
招
い
て
お
り
、
全
国
各

地
で
進
め
ら
れ
て
い
る
ワ
ク
チ

ン
接
種
や
感
染
症
対
策
に
よ

り
、
一
刻
も
早
く
終
息
さ
れ
ま

す
よ
う
願
う
ば
か
り
で
す
。

　

昨
年
は
、
需
要
低
迷
や
在
庫

の
増
加
な
ど
に
よ
る
米
価
下
落

が
囁
か
れ
る
中
で
の
耕
作
で
し

た
。
で
き
る
限
り
米
価
に
影
響

し
な
い
よ
う
各
地
区
で
主
食
用

米
か
ら
飼
料
用
米
へ
の
転
換
が

進
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
全
農
宮

城
の
概
算
金
が
、
ひ
と
め
ぼ
れ

で
60
㎏
当
た
り
９
，５
０
０
円

と
昨
年
よ
り
３
，
１
０
０
円
安

く
、
他
の
名
柄
で
も
２
，０
０

０
円
〜
３
，１
０
０
円
程
度
の

下
落
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
年
も
稲
作
に
と
っ
て
は
、

不
安
を
抱
え
て
の
ス
タ
ー
ト
で

は
あ
り
ま
す
が
、
私
達
農
業
者

は
、
国
土
の
貴
重
な
資
源
で
あ

る
農
地
を
守
り
、
国
民
に
安
定

的
に
食
料
を
供
給
す
る
立
場
に

あ
り
ま
す
。
収
入
保
険
や
ナ
ラ

シ
対
策
の
発
動
、
町
か
ら
の
支

援
等
に
よ
り
、
し
っ
か
り
と
頑

張
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
願
っ
て

お
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
顕
著
に

な
り
ま
し
た
が
、
自
然
を
相
手

に
社
会
の
動
向
に
左
右
さ
れ
る

「
水
田
農
業
の
あ
り
方
」
が
問

わ
れ
る
時
期
に
来
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

　

持
続
可
能
な
農
業
、
あ
る
い

は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
な
ど
の
言
葉
が
声

高
に
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

　

農
業
委
員
ま
た
は
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
の
職
歴
が
通
算
９

年
以
上
あ
り
、
地
域
農
業
の
振
興

に
尽
力
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
仙
台

地
方
農
業
委
員
会
連
合
会
会
長
か

ら
表
彰
状
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

国
の
施
策
な
ど
が
適
切
な
方
向

に
導
か
な
け
れ
ば
、
農
業
、
農

村
が
衰
退
し
て
し
ま
う
と
大
変

危
惧
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

各
関
係
機
関
か
ら
国
に
対
し

て
意
見
や
要
望
が
提
出
さ
れ
て

お
り
ま
す
が
、
私
共
も
大
和
町

の
農
業
を
守
れ
る
よ
う
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
皆
様

の
な
お
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協

力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
ご
多
幸
を
祈

念
し
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

受
賞
お
め
で
と
う

　

  

ご
ざ
い
ま
し
た

谷
田
　
榮
子 

氏
（
落
　
合
）

（
大
和
町
農
地
利
用

　
　
　
　
最
適
化
推
進
委
員
）

赤
間
　
良
一 

氏
（
宮
　
床
） 

（
大
和
町
農
業
委
員
）

農業委員会だより
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地 区 農 業 委 員 担　当　地　区
志 田 町
中　　町
中　　野
向　　原
前 河 原
峯

麓　　下
反 町 上
北　　目
太　　田
大 平 上
舞 野 下
桧和田下
松　　坂

柴　　崎
上　　町
難　　波
山　　田
荒　　井
金 取 南
麓　　上
八 志 田
下　　草
幕　　柳
鳥　　屋
舞 野 上
桧和田上
報 恩 寺

吉 岡

宮 床

吉 田

鶴 巣

落 合

布　川　敬　子
三　浦　ひろ子

赤　間　良　一
熊　谷　千香子

鶉　橋　祥　幸
髙　橋　　　淳

佐　藤　和　彦
文　屋　芳　光

鈴　木　一　成
残　間　洋　一

農地利用最適化推進委員
藤　原　政　由
小　林　博　志
石　垣　敏　行
浅　野　幸　一
熊　谷　貴　幸
堀　籠　　　功
髙　橋　　　久
小　川　弘　吉
板　宮　悦　夫
遠　藤　裕　壽
千　葉　太　悦
大　内　利　勝
谷　田　榮　子
髙　橋　亀美男

吉岡まほろば
城内３区

高　　田
沢　　渡
反 町 下
大　　崎
小 鶴 沢
大 平 下
相 川 上
三ケ内下

吉岡南３区
下　　町
新 小 路

石　　倉
清　　水
金 取 北
反 町 中
砂 金 沢
山　　田
大 平 中
蒜　　袋
三ケ内上
大　　角

相 川 下

担当地区委員紹介担当地区委員紹介担当地区委員紹介担当地区委員紹介 委員会では、担当地区委員を決めて活動を行っています。
農地・農政全般について、お気軽にご相談ください。

　

農
地
は
、
農
業
だ
け
で
な
く

国
民
へ
の
食
糧
供
給
や
国
土
・

環
境
保
全
の
基
盤
で
も
あ
り
、

地
域
の
人
々
に
よ
っ
て
維
持
・

管
理
さ
れ
て
い
る
公
共
性
の
高

い
、
貴
重
な
資
源
で
す
。

　

農
家
個
人
の
財
産
で
あ
る
と

と
も
に
、
国
家
国
民
の
財
産
と

し
て
の
性
質
も
持
つ
の
で
、
優

良
農
地
の
確
保
と
そ
の
効
率
的

な
利
用
を
図
る
た
め
に
「
農
地

法
」
と
い
う
法
律
が
あ
り
ま
す
。

　

た
と
え
自
己
所
有
農
地
で

あ
っ
て
も
、
売
買
、
貸
借
、
転

用
し
た
り
す
る
際
は
、
事
前
に

「
農
地
法
」
に
基
づ
く
手
続
き
が

必
要
で
す
。

※どんなに小さな面積でも許可が必要です。（全手続き共通）
※相続などによって農地の権利を取得したときは、権利を取得したことを知ったときから、概ね10カ月以内に農業委員会
　に届出が必要です。（農地法３条の３）

利用権設定により賃貸借を結んでいる場合、存続期間の満了にあわせ更新手続きを
する必要があります。手続きをしないと賃貸借が終了してしまうので、更新を希望
する方は期間満了前に農業委員会事務局までお問い合わせください。

利用権設定の
更　新

農地法

３条

４条

５条

許可が必要な場合 許可申請者 許可権者 備　　　　考

農地を耕作目的で売
買、貸借、贈与する
とき

自分の農地を転用す
るとき

他人の農地を買って
（借りて）、転用する
とき

所有者および
権利の移転を
受ける者

所 有 者

所有者および
転用を行う者

◆資産保有や投資目的による権利の取得は認め
　られません。また、権利取得後の経営面積が
　50ａ以上になる必要があります。
※後継者に譲る場合も、手続きが必要です。

◆農地の場所、目的によっては、転用が認めら
　れない場合があります。
◆市街化区域内の農地を転用する場合は、事前
　に農業委員会へ届出が必要です。
◆４haを超える農地転用は、農林水産大臣との
　協議が必要です。

大和町農業
委員会会長

宮城県知事

農地の権利移転に関する手続きの概要（申請前に必ず農業委員会にご相談ください）

農地の

は「許 可」を受けてから
転 用貸 借売 買

農業委員会だより
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　全国農業新聞は、農業者の「経営とくらし
に役立つ」週刊の農業総合専門紙です。
　タイムリーなニュースや企画を農業者の目
線から、週刊紙ならではの密度でお届けしま
す。農家の思いを伝え、農業・農村の「未来」
をともに考えます。
　発 行 日
　毎月４回 金曜日
　価　　格
　月額 700円
　申込方法
　購読の申し込みは、
　農業委員会事務局へ

　農地の現状変更届は、耕作条件の改善を目
的として、６カ月以内に終了するような簡易
な切土・盛土工事を届け出るものです。
　昨年７月に発生した静岡県熱海市での土石
流災害や土砂の崩落・流出を受けて、近隣住
民の安全を確保するために見直すもので「面
積」や「高さ」などへの制限を検討しています。

　改正予定日
　令和４年４月１日

　改正内容については、広報たいわ・町
ＨＰでお知らせします。

全国農業新聞を
購読しよう！
全国農業新聞を
購読しよう！

　

大
和
町
で
は
、
原
則
毎
月
25

日
に
総
会
を
開
催
し
、
皆
様
か

ら
の
申
請
に
つ
い
て
の
審
議
や

農
地
、
農
業
に
関
す
る
事
項
に

つ
い
て
協
議
し
て
い
ま
す
。

　

農
地
は
、
国
民
へ
の
食
料
供

給
の
基
盤
で
あ
り
、
極
め
て
公

共
性
の
高
い
貴
重
な
資
源
な
の

で
、
売
買
、
貸
借
、
転
用
な
ど

を
す
る
に
は

申
請
が
必
要

で
す
。

農
地
の
転
用
と
は

　
農
地
（
田
・
畑
）
お
よ
び

採
草
放
牧
地
を
住
宅
、
車
庫
・

駐
車
場
、
資
材
置
場
、
工
場
・

倉
庫
、
店
舗
、
道
路
、
山
林

な
ど
、
農
地
以
外
の
も
の
に

用
途
を
変
更
す
る
こ
と
で
す
。

　
資
材
置
場
、
現
場
事
務
所
、

砂
利
採
取
場
な
ど
と
し
て
一

時
的
に
利
用
す
る
場
合
も
転

用
と
な
り
、
許
可
が
必
要
で

す
。

　

県
内
の
農
業
委
員
・
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
が
一
堂
に

会
す
る
宮
城
県
農
業
委
員
会
大

会
が
令
和
３
年
11
月
11
日
に
名

取
市
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
、

大
和
町
農
業
委
員
会
か
ら
16
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
の
目
的
は
「
現
場
の
声
」

の
積
み
上
げ
や
意
識
の
統
一
を

図
る
こ
と
で
あ
り
、
参
加
者
は
、

「
農
業
・
農
村
の
活
性
化
」や「
人
・

農
地
プ
ラ
ン
」
の
実
質
化
な
ど

に
つ
い
て
、
今
後
の
委
員
会
活

動
の
方
針
を
確
認
し
ま
し
た
。

農地法第３条
農地法第４条
農地法第５条
そ の 他

月
1月
2月
3月
4月
5月
6月
7月
8月
9月
10月
11月
12月

総 会
1/25
2/25
3/25
4/25
5/25
6/27
7/25
8/25
9/26
10/25
11/25
12/20

申請締切
1/14
2/15
3/15
4/15
5/13
6/15
7/15
8/15
9/15
10/14
11/15
12/9

件　数
【令和２年度申請件数一覧】

【令和４年総会開催予定日】

農業委員会の今後の活動を議論

農
業
委
員
会
で
は
、
地
域
農
業
の
推
進
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
委
員
会
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
活
動
内
容
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

農
業
委
員
会
の
活
動
概
要

農
業
委
員
会
の
活
動
概
要

委 

員
会
総
会

委 

員
会
総
会

農 

業
委
員
会
大
会

農 

業
委
員
会
大
会

現状変更届を
見直します
現状変更届を
見直します

27 件
11件
46件
103 件

項　目

農業委員会だより

日程は変更になることが
あります。事前に事務局へ
ご確認ください。
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　認定新規就農者とは、農業経営基盤強化促
進法で定められた青年等就農計画が町に認め
られた人のことです。
　認定されると次のような支援制度を活用で
きます。（各種要件があります）

農業次世代投資事業
就農直後（5 年以内）の所得を確保する資金
（最大年間150万円）

青年等就農資金
経営開始に必要な機械・施設の取得のための
資金を無利子で貸付

他にも複数支援制度があります。詳細は、
農林振興課（345-1119）までお問い合
わせください。

就
農
し
よ
う
と
思
っ
た

き
っ
か
け

　

高
校
で
進
路
を
考
え
る
時
、

祖
父
母
が
高
齢
に
な
り
農
業
を

続
け
る
の
が
大
変
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。

　

自
分
も
小
さ
い
頃
か
ら
手

伝
っ
て
い
た
の
で
、
こ
の
ま
ま

廃
れ
て
し
ま
う
の
は
も
っ
た
い

な
い
と
思
っ
た
の
が
き
っ
か
け

で
す
。

農
業
次
世
代
人
材
投
資

資
金
の
活
用

　

学
校
の
講
義
の
中
で
、
農
業

次
世
代
人
材
投
資
資
金
に
つ
い

て
知
り
、
役
場
で
青
年
等
就
農

計
画
や
手
続
き
に
つ
い
て
教
え

て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

計
画
づ
く
り
は
大
変
で
し
た

が
、
初
期
投
資
に
不
安
が
あ
っ

た
の
で
、
頑
張
り
ま
し
た
。

今
後
の
目
標

　

当
面
は
、
ね
ぎ
の
耕
作
面
積

を
拡
大
す
る
こ
と
に
力
を
入
れ

ま
す
。

　

水
稲
と
ね
ぎ
の
複
合
経
営
だ

と
時
期
に
よ
っ
て
は
手
が
空
い

て
し
ま
う
の
で
、
ハ
ウ
ス
栽
培

な
ど
を
行
い
一
年
間
し
っ
か
り

働
け
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

　

料
理
も
好
き
な
の
で
、
い
つ

か
加
工
品
に
も
取
り
組
み
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

現
場
と
の

ギ
ャ
ッ
プ
に
驚
き

　

実
家
は
ね
ぎ
を
中
心
と
し
た

経
営
で
は
な
か
っ
た
の
で
機
械

が
な
く
、
土
質
も
学
校
と
は
違

い
苦
労
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
知
人
か
ら
道
具
を

借
り
て
約
５
ａ
を
耕
作
し
て
い

ま
す
が
、
規
模
拡
大
す
る
な
ら

機
械
の
導
入
が
必
要
で
す
。

　

設
備
が
整
っ
て
い
た
学
校
と

の
違
い
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。認定新規就農者って？

未
来
に
輝
け
！

　
　
　
　

認
定
新
規
就
農
者

プロフィール
【氏　　名】髙橋 春陽（鶴巣下草）
【年　　齢】21 歳
【出身大学】宮城県農業大学校
　大学卒業後、令和３年４月から祖
父の農地で耕作を開始する。同年、
水稲とねぎの複合経営で青年等就農
計画の認定を受ける。ねぎの作付面
積を拡張し、経営の安定を目指す。

農業委員会だより

初出荷のねぎを手に嬉しさがにじむ

手作業で皮むき
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《
編
集
委
員
》

　
髙
橋
　
　
淳

　
藤
原
　
政
由

　
熊
谷
　
貴
幸

　
堀
籠
　
　
功

　
佐
藤
　
和
彦

　
大
内
　
利
勝

　

大
和
町
農
業
委
員
に
就
任
し

て
以
来
、
農
業
に
関
す
る
問
題

の
深
刻
さ
を
切
に
感
じ
て
い
ま

す
。

　

特
に
、
遊
休
農
地
・
荒
廃
農

地
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
が
打
ち
出
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
未
だ
有
効
な
解
決
策

は
見
い
だ
せ
て
い
ま
せ
ん
。

　
「
今
後
の
農
業
に
未
来
は
あ
る

の
だ
ろ
う
か
?
」
と
い
う
不
安

を
胸
の
奥
に
し
ま
い
込
み
、
引

き
続
き
大
和
町
農
業
委
員
と
し

て
、
農
業
を
取
り
巻
く
諸
問
題

に
対
し
真
摯
に
向
き
合
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

編
集
後
記

髙 

橋
　
　
淳

　

よ
り
多
く
の
人
が
よ
り
長
く
、

多
様
な
形
で
働
く
社
会
に
変
化

し
て
き
て
い
ま
す
。

　

長
期
化
す
る
高
齢
期
の
経
済

基
盤
の
充
実
を
図
る
た
め
、
農

業
者
年
金
の
制
度
が
見
直
さ
れ

ま
し
た
。
今
回
は
そ
の
一
部
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

○
令
和
４
年
１
月
１
日
〜

　

35
歳
未
満
の
若
い
農
業
者
が
、

農
業
者
年
金
に
加
入
し
易
く
す

る
た
め
、
月
額
保
険
料
が
引
き

下
げ
ら
れ
ま
す
。

 

従
　
来

　

２
万
円
〜
６
万
７
千
円

 

変
更
後

　

１
万
円
〜
６
万
７
千
円

○
令
和
４
年
５
月
１
日
〜

　

年
金
加
入
可
能
年
齢
が
引
き

上
げ
ら
れ
ま
す
。

 

従
　
来

　
60
歳
未
満

 

変
更
後

　
65
歳
未
満
（
国
民
年
金
の
任

意
加
入
者
に
限
る
）

　

そ
れ
ぞ
れ
要
件
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
農

業
委
員
会
事
務
局
、
Ｊ
Ａ
新
み

や
ぎ
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
秋
、
一
番
の
話
題
は
米
概

算
金
の
極
端
な
下
落
だ
っ
た
。

　

作
付
け
転
換
目
標
の
達
成
で
、

米
価
は
若
干
の
低
下
で
維
持
で
き

る
も
の
と
思
っ
て
い
た
だ
け
に

シ
ョ
ッ
ク
は
大
き
か
っ
た
。

　

平
成
26
年
の
低
米
価
が
彷
彿
さ

せ
ら
れ
、
資
材
代
や
燃
料
代
の
高

騰
が
心
身
に
重
く
の
し
か
か
る
。

　

そ
ん
な
中
で
、
本
号
の
特
集
で

あ
っ
た
よ
う
に
若
い
新
規
就
農
者

が
こ
の
時
と
ば
か
り
に
奮
起
、
先

を
見
据
え
た
営
農
活
動
に
従
事
す

る
こ
と
は
大
変
心
強
い
も
の
が
あ

り
、
大
い
に
期
待
し
た
い
も
の
で

あ
る
。

農
業
委
員
と
し
て

鈴
木
　
一
成

　
令
和
２
年
７
月
か
ら
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
と
し
て
活
動
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
昨
年
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
に
よ
る
コ
メ
の
需
要
減

少
そ
し
て
米
価
の
下
落
は
農
業
経

営
に
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
及
ぼ
し

て
お
り
、
以
前
か
ら
課
題
と
な
っ

て
い
る
後
継
者
不
足
な
ど
と
相

ま
っ
て
農
家
の
不
安
と
苛
立
ち
は

募
る
ば
か
り
で
す
。

　
推
進
委
員
の
活
動
を
通
し
て
現

場
の
意
見
を
聞
き
、
皆
さ
ん
が
安

心
し
て
農
業
が
で
き
る
環
境
を
作

れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

農
業
者
年
金
制
度

新
制
度
の
年
金
が
対
象
（
平
成
14
年
１
月
以
降
の
年
金
制
度
）

見
直
し

主
な
変
更
内
容

農
地
利
用
最
適
化

　 

推
進
委
員
と
し
て

熊
谷
　
貴
幸

農業委員会だより




